
令和５年度 札幌市医療安全推進協議会基幹会議 議事録（発言要旨） 

項目 発言者 発言趣旨 

委員紹介及び事

務局紹介 

事務局 

（河波課長） 

この協議会の目的は患者・住民からの相談等に適切に対

応するために、医療安全支援センターの運営方針や医療

安全の推進のための方策を検討することである。 

札幌医科大学附属病院感染制御部主査の中江委員は欠席

の旨、連絡をいただいている。 

委員の任期は令和4年4月に委員改選を行ったので、令和6

年3月31日までとなっている。 

会長は、引き続き、野中委員に御就任いただきたいと思

うがいかがか。（異議なし） 

野中会長 
副会長は、天野委員にお願いしたいと思うがいかがか。

（異議なし） 

報告事項⑴ア 

令和4年度札幌市

医療安全推進協

議会の実施報告 

事務局 

（小山内係長） 

令和 4 年度札幌市医療安全推進協議会基幹会議の実施報

告 

ア 基幹会議について（スライド No.2） 

報告事項⑵ア～

エ 

令和4年度医療安

全推進事業報告 

事務局 

（小山内係長） 

令和 4年度医療安全推進事業報告について説明 

（スライド No.3～7） 

ア 医療安全講習会について 

イ 院内感染対策セミナーについて 

ウ 事業概要（令和 3年度データ）の作成 

エ 「出前講座」の実施結果 

野中会長 
出前講座の参加者の反応などはどのように把握したの

か。また、その結果はどうだったか。 

事務局 

（小山内係長） 

毎回、アンケートを参加者の皆さんに書いていただく。

その中で、この講座はよかったかどうか、求めていたも

のだったかどうかを把握している。コメントとして、医

療の関係で今まで不安だったところが少し解消されまし

たなど、回答をいただいている。 

野中会長 

そのアンケートを見ると、コロナ禍に実施した出前講座

とコロナ禍前とでは、市民が求めているものが変わって

きたかなど何か感じ取られたことなどあっただろうか。 

事務局 

（小山内係長） 

コロナ禍前後でアンケート内容を個別に比較してはいな

かったが、ほぼ同じような感想をいただいた。 



報告事項⑵オ  

令和4年度医療安

全推進事業報告

市民相談結果の

概要 

事務局 

（小山内係長） 

令和 4年度医療安全推進事業報告「市民相談結果の概要」

について説明（スライド No.8～19） 

鬼頭委員 

相談件数が減っている原因として、どのようなことが想

定できるか。全国で医療に取り組む弁護士の団体に対す

る相談はコロナ禍で顕著に減っている。その減った原因

が、市民側のニーズが減ったのか、ほかにもっと有用な

制度がありそちらが機能しているのかなど、何か見解は

あるか。 

事務局 

（小山内係長） 

令和２年度はコロナが始まった最初の年であり、そのと

きは相談窓口というのはどこにもなく、唯一札幌市保健

所又はこの相談窓口に、発熱のことやどこの医療機関に

行ったらよいかなど、医療関係ということで相談が多く

寄せられた。徐々に相談が減った一因として、札幌市の

制度としてワクチンや発熱外来などそれぞれの担当窓口

を整備したことから各窓口にコロナに関する相談が寄せ

られたと思われる。また、発熱した場合、検査が必要な

場合、自宅療養の場合など整理されスムーズに機能した

部分があったと思われる。令和２年、３年、４年度の減

り方は、コロナの影響でほかの窓口や振り分けなど制度

化された背景があると考える。 

小山内医療政策

担当部長 

補足する。データを精査していないが、コロナの相談は

実際は増えているはずのところ、一方でコロナ禍におい

て通院を控えた方々もいらっしゃったと思われる。コロ

ナの相談は増えていたとは思うが、通常我々が今まで受

けてきた部分の数というのは減る傾向にあったのではな

いか。推測の範囲だが、その差がこのぐらいの感じなの

かと考えられるのではないか。 

佐々木委員 

スライド１２の相談の内訳が、令和１年、２年、３年、

４年でどのように変わったのか調べると、医療行為・医

療内容や医療機関等の紹介は、コロナ禍でも増えそうだ

が、コミュニケーションに関することや医療知識等は逆

に減ったなど分かるのではないか。なぜ減ったのか、ど

うすればまた増えていくのだろうかというのが分かると

思う。また、スライド１５の相談時間について、電話と

来所の件数はどうか。来所は時間がかかり、他の人も相

談したいがなかなかできないようなことがあるのではな

いか。 



事務局 

（小山内係長） 
令和４年度は、電話が１,６２９件、来所は４９件だった。 

事務局 

（河波課長） 

現状、調剤過誤はどれぐらい起こる可能性があるのか。

あるいはそれを予防するためにどういったことがされて

いるのか。以前は手書きの処方箋をもとに調剤しており、

読み間違いや取り間違いもあったと思う。でも、今現状

では処方箋もオーダリングで印刷されたり、バーコード

もあるなど、調剤過誤防止策の一つになっていると思う。 

橋本委員 

薬剤に関するエラーは非常に多い。以前とほとんど変わ

っていないと思う。当院で分析してみると、無投薬とい

うのが多かった。このほか、患者間違い、量間違い、取

違いなど。医師の指示から患者の服用まで、いろいろな

人が関与し、エラーが介在するところが多数ある。手書

きかコンピューターかというのは、それは一つの過程で

しかなく、その前後にもいろいろなプロセスがある。 

事務局 

（河波課長） 

ほんの少しの顆粒の違いを見つけるようなプロフェッシ

ョナル的な職員は減ってきているのではないか。 

佐藤委員 

持参薬が多種多様で、院内で処方する分は減っているの

ではないかと思う。ただ、持参薬から院内調剤に切り替

えるとき、院内の代替薬に替えるとき、容量を間違えて

しまうことが多くなってきているのではないか。 

佐々木委員 

持参薬から院内処方への切り替えが本当に危ない。よく

あるのは規格違いである。また、先発品を持参されたが

院内では後発品（ジェネリック）しかない場合、医師が

違う薬を処方してしまう。おそらく２０年前に起きてい

た調剤過誤と今とでは様子が違うと思う。機械が普及し

ている施設はまだまだ多くない。人間が目視で行うこと

が多いと思うので、機械だから間違わないということで

はないし、エラーが出てもそのまま進んでしまうケース

がある。機械を使う側の人間が人間である以上ミスは起

こるのか。確率は下がるかもしれないが。 

木川委員 

スライド１３、相談の対応方法で０.５％が立入調査・指

導、８～９件くらいで、その他の方法による調査・指導

が０.９％で１５～１６件かと思うが、市民から寄せられ

た医療安全に関する相談等の結果、それが各医療機関で

の医療安全の改善につながった件数の資料があれば教え

ていただきたい。 



事務局 

（小山内係長） 

例えば、薬局の調剤過誤ではないかというケースでは、

保健所がまず状況確認し薬局に対して原因究明のうえ報

告をもらう。実際の状況を保健所が確認等行うことで注

意喚起ができたと思う。病院についても、保健所から、

不備だったと思われる事項について指摘し、院内での共

有や医療安全管理体制等の見直しなどのきっかけとな

り、改善につながっていると思われる。 

木川委員 

具体的な改善、フィードバックなどは、この相談センタ

ーのほうではミッションとしてはなく、あくまでこうい

う相談がありましたというところで一応終了という形で

捉えてよろしいか。 

事務局 

（河波課長） 

内容によって施設に立入指導が必要な場合には、医療機

関を所管している医務係が対応している。事例によって

は医療安全相談窓口から医務係へ情報提供し、医療機関

の改善につながったというところもある。 

木川委員 

その改善がどれくらいあったのか。というのも、相談件

数が減ってきているのが、日々の活動に応じて、医療機

関での医療安全の改善、対応が改善されて相談件数が減

っているのかどうかと思った次第。 

野中会長 

相談の内訳で、精神科・心療内科というのが格段に多い

が、医師会の医事紛争処理委員会で医事紛争に持ってこ

られるのは、精神科・心療内科というのは多くはない。

いかに相談を受けて聞いていただき患者さんが納得して

相談が終わってるかということを見せていただいた。こ

の活動で患者さんの誤解、患者さんの気持ちを聞いてい

ただく窓口があるということは非常に重要と思うし機能

している。 

議事⑴ 

令和５年度札幌

市医療安全推進

協議会基幹会議

の運営方針につ

いて 

事務局 

（小山内係長） 

令和５年度札幌市医療安全推進協議会基幹会議の運営方

針について説明（スライド No.21） 

議事⑵ 

令和５年度医療

安全推進事業に

ついて 

 

事務局 

（小山内係長） 

令和５年度医療安全推進事業について説明（スライド

No.22～24） 

ア 医療安全講習会の実施について 

イ 院内感染対策セミナー（講習）の実施について 

ウ 医療安全支援センター事業概要の作成について 



 
野中会長 

協議会の運営方針について、事務局の提案のとおりでよ

ろしいか。（異議なし） 

野中会長 

医療安全講習会については、弁護士から学ぶクレーム対

応ということで、医療機関としては、ぜひとも勉強した

い、お聞きしたいことで、非常に参考になるのではない

かと思う。医療安全講習会のテーマとしてはよろしいか。

（異議なし） 

橋本委員 YouTube 配信はセキュリティー上の問題はないか。 

小山内医療政策

担当部長 

その点については、外部に漏れないような方法を取りた

い。 

野中会長 

医療安全講習会という意味では、全く市民向けのオープ

ンではないと思うので、医療機関向けのセミクローズの

ような形でやるために YouTube を見る際の制約を加える

などの形を取ったほうがよい。 

また、院内感染対策セミナーについて、コロナだけでは

なく、ノロ等、通常の院内感染対策をもう一度基本に戻

って勉強するというようなことでいいのではないかと思

う。こちらのテーマに関しても異論ないか。（異議なし） 

野中会長 
講師については事務局に一任いただくことでよろしい

か。（異議なし） 

野中会長 
出前講座、事業概要、令和５年度事業計画案などについ

て、よろしいか。 

野中会長 

講演のレスポンス、聞いた方々どういうふうに思ってら

っしゃるのか、何が聞きたかった、何がよかったか、そ

のような意見を吸い上げることで次の講習会の案が出て

くるかと思う。企画したところで終わってしまうと一方

的な流れになってしまい、聞く人はそこは必要とはして

なかったというようなことになると空振りに終わる危険

性があるか。ニーズに合わせて企画していかなければい

けないのではないかと常に思う。せっかくやるのであれ

ば、その反応を見させてもらう、それから次回につなげ

ることができればいいのかと。YouTube 配信だがうまく

レベルアップしていければという要望である。 

鬼頭委員 

事業概要の発行というところで、市民にとって有用な相

談窓口、この番号があることの告知は、事業概要１４ペ

ージ以外にもあるか。もし、この事業概要でしか知れな

いのであれば、配付場所が市の施設、市役所などにある



と告知のチャンスが広がるかと思う。配付場所が広がる

可能性があるのかどうか、現段階ではほかのところに置

く可能性があるのか。 

事務局 

（小山内係長） 

事業概要自体は、市役所や区の窓口などに市民に手に取

っていただく数は置いていない。当窓口があることは、

区役所の職員等には周知している。また、ホームページ

掲載や出前講座で当窓口を案内している。今後、市民へ

の周知方法を考えていきたい。 

野中会長 
市民の疑問には的確に答えたい。窓口の周知をしていた

だきたい。 

議事⑶ 

令和5年度事業

計画案 

事務局 

（小山内係長） 
令和５年度事業計画案について説明（スライド No.25） 

野中会長 全体を通じて意見等あるか。（なし） 

閉会 

事務局 

（河波課長） 

有意義な御意見をいただいた。データの表現方法、必要

な情報、資料など次年度に向けて検討していきたい。 

次回の基幹会議は、来年度を予定している。 

今年度については、電子メール等により情報提供、意見

照会等をお願いしたい。 

 


